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克

江原素六を囲む人びと (森元―氏所蔵)

駿東郡長 (在職期間明治32～38年)河野鎗次郎がいる点
やその他の顔ぶれから推測すると在京の駿東郷友会の会員

たちではないだろうか。江原の他の顔写真との年齢比較や

高梨鎌次郎が明治44年 (1911)に 死去している点、その他

生年がわかっている以下の人物の年恰好から判断して、撮

影時期は明治40年前後ではないかと推定される。台紙に「東

京池之端仲町宮内幸太郎」と写真館の名が入っているので、

東京で撮影したことは明らかである。

生年判明者 :丸山次郎 (明治15年、江原の次男)、 江原愛作

(21年、四男 )、 芹沢慶左久 (18年、金岡村西沢田)、 森信

吾 (13年、浮島村石川 )、 岩崎幸雄 (20年、清水村八幡)、

室伏完 (19年、小山町生土 )、 宇野秀吉 (18年、沼津町)、

米山梅吉 (元年、長泉村中土狩 )、 江藤繁太郎 (文久 3年、

金岡村岡宮 )、 鈴木藤三郎 (安政 2年、周智郡出身実業家、

富岡村で農場経営)。
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江
原
素
六
と
駿
東
郷
友
会

明
治
三
十
九
年

（
一
九
〇
六
）
、
駿
東

郷
友
会
と
い
う
団
体
が
発
足
し
、
江
原

素
六
は
そ
の
会
長
に
推
戴
さ
れ
た

（『
静

岡
民
友
新
聞
』
明
治
３９

・
５

・
３
）
。
静

岡
県
駿
東
郡
の
出
身
者

・
在
住
者
に
よ

る
同
郷

・
親
睦
団
体
で
あ
り
、
会
員
は

主
に
在
京
者
か
ら
構
成
さ
れ
た
と
思
わ

れ
る
。

明
治
十
年
代
以
降
、
東
京
で
勉
学
し

た
り
就
職
し
た
り
す
る
地
方
出
身
者
が

増
え
る
と
、
故
郷
を
同
じ
く
す
る
人
々

は
親
睦
を
日
的
に
結
集
し
、
多
数
の
団

体
が
結
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
同
郷
団
体

に
は
、
県
単
位
や
都
単
位
で
組
織
さ
れ

た
も
の
が
あ

っ
た
が
、
静
岡
県
の
場
合

は
、
全
県
を
範
囲
と
し
た
岳
南
郷
友
会

（明
治
十
九
年
創
立
）
が
あ

っ
た
ほ
か
、

駿
河

・
遠
江

・
伊
豆
の
旧
三
国
を
そ
れ

ぞ
れ
範
囲
と
し
た
、
駿
河
郷
友
会

（明

治
二
十
二
年
設
立
）
、
駿
州
学
友
会

（大

正
九
年
設
立
）、
遠

‘―‐―、―
学
友
会
、
伊
豆
郷

友
会

（明
治
＾
十
五
年
設
立
）
な
ど
が

分
立
、
消
長
を
繰
り
返
し
た
。

郡
を
単
位
と
す
る
同
郷
団
体
は
、
県

や
旧
国
を
単
位
と
す
る
団
体
よ
り
も
遅

れ
て
組
織
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

駿
東
郷
友
会
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん

ど
史
料
が
な
い
た
め
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
活
動
を
し
た
の
か
、
ど
ん
な
メ
ン

バ
ー
か
ら
構
成
さ
れ
た
の
か
は
よ
く
わ

か
ら
な
い
。
他
の
同
郷
団
体
同
様
、
東

京
や
地

死
に
お
い
て
交
流

・
親
睦
の
た

め
の
様
々
な
催
し
物
を
開
催
し
た
り
、

会
誌
を
発
行
し
た
り
と
い
っ
た
こ
と
で

は
な
か

っ
た
だ
ろ
う
か
。

わ
ず
か
に
知
ら
れ
る
新
聞
報
道
か
ら

は
、
明
治
四
十
年

（
一
九
〇
七
）
八
月

四
日
、
沼
津
の
千
茂
登
座
に
お
い
て
演

説
会
を
開
き
、
副
会
長
井
口
省
吾

（陸

軍
少
将
）
が

「郷
友
会
の
発
展
に
付
聴

衆
に
望
む
」、
角
田
真
平

（衆
議
院
議
員
）

が

「余
の
平
生
」
、
荻
生
録
造

（医
学
博

士
）
が

「ト
ラ
ホ
ー
ム
に
付
て
」
、
真
野

文
二

（工
学
博
士
）
が

「業
務
の
撰
択
」、

手
島
精

一

（東
京
工
業
学
校
長
）
が

「米

国
視
察
談
」、
松
本
君
平

（衆
議
院
議
員
）

が

「殖
民
帝
国
」
と
い
っ
た
講
演
を
行

っ

た
こ
と
が
わ
か
る

（『
静
岡
新
報
』
明
治

４０

・
８

・
７
）。
演
説
会
の
後
は
、
臨
川

館
を
会
場
に
懇
親
会
が
開
か
れ
、
百
余

名
が
参
加
し
た
と
い
う
。
講
師
は
、
松

本
を
除
け
ば
、
い
ず
れ
も
沼
津
兵
学
校

ヽ

出
身
、
沼
津
藩
士
出
身
、
沼
津

・
駿
東

郡
出
身
の
名
士
た
ち
で
あ
る
。
同
じ
日

の
講
演
会
を
予
告
し
た
記
事
に
は
、
他

に
服
部
綾
雄

。
荒
川
重
秀

・
湯
山
寿

介

・
山
岡
音
高
ら
の
名
前
が
出
席
予
定

者
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る

（同
明
治

４０

・
８

・
３
）
。
や
は
り
、
山
岡
以
外
は

沼
津

・
駿
東
郡
ゆ
か
り
の
各
分
野
で
の

活
躍
者
た
ち
で
あ
る
。

大
正
元
年

（
一
九

一
二
）
に
は
、
会

長
江
原

・
副
会
長
井
日
の
名
で
、
「駿
東

郡
在
住
者
の
子
弟
に
し
て
在
京
学
生
の

保
護
監
督
致
し
度
候
間
父
兄
諸
君
は
宿

所
姓
名
及
在
学
の
校
名
等
左
記
本
部

ヘ

名
所
を
紹
介
し
た

「名
所
絵
葉
書
」

の
中
に
は
、
静
浦

・
内
浦
の
漁
業
の
風

景
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ

も
大
正
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
撮

影
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
当
時
の
漁

業
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

魚
見
の
櫓

３
ペ
ー
ジ
上
段
の
絵
葉
書
は
内
浦
の

長
浜
で
あ
り
、
魚
見
の
櫓
、
和
船
や
発

動
機
船
、
網
小
屋
な
ど
が
み
ら
れ
る
。

」

至
急
御
報
相
成
り
度
候
」
と
い
う
新
聞

広
告
を
出
し
て
い
る

（『駿
豆
新
聞
』
大

正
元

・
１２

・
５
）
。
本
部
は
高
田
馬
場
の

長
谷
川
方
と
あ
る
。

駿
東
郡
を
代
表
す
る
在
京
の
名
士
で

あ

っ
た
江
原
が
、
大
正
十

一
年

（
一
九

二
二
）
に
亡
く
な
る
ま
で
会
長
の
任
に

あ

っ
た
こ
と
は
、
葬
儀
に
寄
せ
ら
れ
た

同
会
の
弔
辞
か
ら
判
明
す
る
。

〈参
考
〉
樋
口
雄
彦

「旧
幕
臣

・
静
岡

県
出
身
者
の
同
郷

。
親
睦
団
体
」
『
沼
津

市
博
物
館
紀
要
』
２４

（樋
口
雄
彦
）

左
側
の
山
は
戦
国
時
代
の
長
浜
城
跡
で
、

背
景
に
淡
島
と
富
士
山
を
望
む
風
光
明

媚
な
景
色
で
あ
る
。

長
浜
は
、
か

つ
て
マ
グ

ロ
や
カ
ツ
オ

な
ど
の
魚
群
が
、
淡
島
の
西
側
を
廻
る

潮
流
に
乗

っ
て
や

っ
て
来
た
優
れ
た
漁

場
で
、
湾
入
す
る
地
形
を
利
用
し
、
魚

群
を
網
で
断
ち
切
り
、
浜
に
追
い
込
ん

で
捕
る
建
切
網
漁
業
が
盛
ん
だ

っ
た
。

魚
見
の
櫓
は
、
当
時
島
だ

っ
た
沖
ノ

輻
輻
ぬ
ま
づ
近
代
史
点
描

④
鍛鑢
薔
驀
驀
業
礫
韮
藁
鸞
驀
驀
攀
一

絵
葉
書
に
み
る
静
浦

ｏ
内
浦
の
漁
業
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島
に
立
ち
、
格
の
上
か
ら
、
漁
場
に
人
っ

た
魚
群
を
追

い
込
む
指
示
を
出
し
て
い

た
。
長
浜
の
漁
場
全
体
の
指
揮
を
統
括

し
た
山
の
上
の
オ
オ
ミ
ネ

（大
峯
）
に

対
し
、　
コ
ミ
ネ

（小
峯
）
と
呼
ば
れ
た
。

中
段
の
絵
葉
書
は
静
浦
の
多
比
で
あ

り
、
魚
見
の
櫓
、
多
く
の
和
船
、
網
小

屋
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
魚
見
の
櫓
も
、

長
浜
の
コ
ミ
ネ
と
同
様
の
役
割
を
果
た

し
、

コ
ヨ
ミ
ド

（小
魚
見
所
）
と
呼
ば

ヽ

れ
た
。

ま
た
、
浜
に
数
多
く
み
ら
れ
る
大
型

の
竹
籠
は
、
カ
ツ
オ
釣
漁
の
生
餌
と
な

る
イ
ワ
シ
を
、
生
き
の
い
い
状
態
で
運

ぶ
た
め
の
生
笙
員
で
、
イ
キ
ョ
ウ
と
呼
ば

れ
た
。
カ
ツ
オ
釣
漁
は
駿
河
湾
や
伊
豆

沖
で
盛
ん
に
行
わ
れ
、
イ
キ
ョ
ウ
も
大

正
期
に
大
量
に
作
ら
れ
た
が
、
後
に
イ

ワ
シ
を
傷

つ
け
に
く
い
網
製
の
生
笙
貝
に

取

っ
て
代
わ
ら
れ
た
。

ヽ

下
段
の
絵
葉
書
は
、
魚
見
の
櫓
が
船

上
に
付
い
た
魚
見
船
で
あ
る
。
大
正
期

に
魚
を
逃
さ
な
い
構
造
の
大
謀
網
が
導

入
さ
れ
る
と
、
海
岸
か
ら
離
れ
た
漁
場

で
も
魚
群
を
追

い
込
ん
で
捕
る
よ
う
に

な
り
、
移
動
が
可
能
な
魚
見
船
が
用
い

ら
れ
た
。

イ
ワ
シ
の
生
笙
貝

４
ペ
ー
ジ
上
段
の
絵
葉
書
は
静
浦
の

口
野
で
あ
り
、
現
在
の
狩
野
川
放
水
路

の
出
口
に
あ
た
る
。
か
つ
て
は
湾
人
す

る
地
形
を
利
用
し
、
湾
の
奥
に
網
を
張
っ

た
生
費
を
造
り
、
カ
ツ
オ
釣
漁
の
生
餌

と
な
る
イ
ワ
シ
を
養

っ
て
い
た
。

ま
た
、
右
側
の
山
の
先
端
に
は
、
魚

群
を
見
張
る
魚
見
の
マ
ツ
の
大
木
が
み

ら
れ
、
オ
オ
ボ
ラ
ヨ
ミ
ド

（大
洞
魚
見

所
）
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な

魚
見
の
マ
ツ
は
、
静
浦

・
内
浦
の
各
漁

場
に
あ

っ
た
が
、
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど

「(三津)内浦長濱海岸の富士 (其三 )」 (当館蔵 )

:[誠 :“■颯 麟 轟 !簿器 :綺難意 |

.1'''1'IV攣 .■ れ
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今 海 華 灌
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「(沼津名勝)静浦多比濱ノ景」(当館蔵 )

「沼津海岸魚漁見張り根遊舟」 (当館蔵)
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残

っ
て
い
な
い
。
日
野
で
は
、
内
浦
の

建
切
網
漁
業
と
類
似
し
た
方
法
で
、　
マ

グ

ロ
や
カ
ツ
オ
を
捕
る
大
綱
漁
業
が
盛

ん
だ

っ
た
。

下
段
の
絵
葉
書
は
静
浦
の
江
浦
沿
岸

で
あ
り
、
イ
ワ
シ
を
運
ぶ
イ
キ

ョ
ウ
が

船
に
長
く
連
な

っ
て
い
る
風
景
が
み
ら

れ
る
。
江
浦
は
、
江
浦
湾
の
中
で
潮
流

が
最
後
に
廻

っ
て
来
る
不
利
な
漁
場

だ

っ
た
が
、
波
は
静
か
で
、
イ
ワ
シ
を

養
う
に
は
適
し
て
い
た
。

カ
ツ
オ
釣
船

へ
の
イ
ワ
シ
の
調
達
は
、

エ
サ
カ
イ
と
い
う
商
売
と
し
て
成
立
し

て
い
た
。
買

っ
た
イ
ワ
シ
に
餌
を
与
え

ず

一
～
二
週
間
生
笙
員
で
飼
い
、
生
き
残
っ

た
強
い
イ
ワ
シ
を
、
カ
ツ
オ
釣
船
に
売
っ

た
。

エ
サ
カ
イ
は
、
イ
キ

ョ
ウ
を
連
ね

て
、
イ
ワ
シ
を
買
い
に
行
き
、
ま
た
カ

ツ
オ
釣
船
に
売
り
に
行

っ
て
い
た
。

〈参
考
文
献
〉
沼
津
市
歴
史
民
俗
資
料

館
編

『
沼
津
内
浦
の
民
俗
』
（
一
九
七
六

年
）
、
同
編

『
沼
津
静
浦
の
民
俗
』
（
一

九
七
七
年
）

◎
歴
史
講
演
会
の
開
催

明
治
期
後
半
に
駿
河
地
方
で
活
躍
し

た
文
学
者
で
あ
る
槙
不
言
舎
を
テ
ー
マ

に
し
た
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

講
　
師

¨
関
口
昌
男
氏

（日
本
大
学
講

師

。
沼
津
史
談
会
副
会
長
、

『槙
不
言
舎
の
研
究
』
著
者
）

「槙
不
言
舎
の
文
学
」

２
月
３
日
０

午
後
２
時
～
４
時

当
館
講
座
室

一
〇
〇
名
、
参
加
費
無
料

当
館
ま
で
電
話
で

え
料
館
は
タ

イ

ム

カ

プ

セ

ル

え
料
を水
未
に
伝
え
ま
す

沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
　
第
６８
号

一儡

彗

卜
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・

絲
形

沼
津

市

明

治
史

料
館

ブ
「
″́

」

〒
４１０
‐
００５
沼
津
市
西
熊
堂
三
七
二
―

一

電
　
話

０
五
五
‐
九
二
三
‐
三
三
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｏ
五
五
‐
九
二
五
―
二
〇

一
八

〓
ご
¨ヽ
１
１
１
２
●
ｂ
●
Ｅ
Ｒ
Ｆ
∽】Ｌ
こヽ
ｏ
庁
”
・

し
、
●ぉ
０
ご
、
日
０
督
、
Ｌ
Ｌ
Ｏ
イ
〓
日

み 員 場

日 演

時 題

定 会

「(静浦風光)口野ノ生巣」 (当館蔵 )
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